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はじめに

ご紹介いただきました中村でございます。

私はずっと昔は測量の勉強をやっていまし

た。村井俊治先生たちと一緒に、写真測量の

新しいコンセプトを考えたり、あるいはいろ

んなモデルを組んだりしていた時期がござい

ました。そしてまた写真測量を道路や鉄道の

計画に取り入れるという仕事もしておりまし

た。そんなことしていたのですが、どんどん

仕事の方が国土計画へ移って行きました。国

土計画といいますか、国づくりといいます

か、そういうことに深く関与してきたのであ

ります。

測量調査というのも大半は今もって、やは

り国づくりの仕事に関わるところが、大変多

いわけであります。ところが、その国づくり

の仕事というのも、この何十年間か、私は大

学を出てから50年少しになりますが、その50

年間で見ても、随分内容的にも変わってきて

いるわけであります。したがって、それを支

える測量調査のほうも変わっている。とく

に、測量調査の方は技術進歩が国土づくり全

般よりももっと激しいわけであります。そん

なわけで、その変化もだいぶ大きいわけであ

りますが、それにしても多くの需要のほうは

国づくりであるわけで、国づくりという面か

ら見て、どんな変化をしてきたかというお話

をしたいと思います。その中で、測量がどん

な役割をしているか、それをみて行くと、こ

れから先、測量というものがどんなものに目

を向けなければいけないのかということが見

えてくるような気がいたします。そんなわけ

で今日は少し古いところからの話をしたいと

思います。

1．ストックの固有の成長曲線

今の日本は成熟社会に入ったといわれてい

ます。成熟社会というと、ともかくあらゆる

ものの伸びがほとんど低い水準になる。場合

によっては、止まってしまうわけでありま

す。そして、それは国土づくり、とくにイン

フラストラクチャーの面から見ても明らかに

そうであります。50年前というのは、日本の

国づくりというのが本格的に始まった時期で

ありました。はじめの増え方は決して早いも

のではありません。だけど、あるところか

ら、どんどんそれが加速されていく。いわゆ

る発展期、成長期に入るわけであります。そ

して、それが過ぎてゆくと、だんだん成熟期

に入っていって、成長が弱まっていく。果て

は成長が止まっていくということになるわけ

であります。

私が大学を出た頃、日本には高速道路はゼ

ロでありました。学校を出て数年経ったら、

それが少しずつ出てきた。そして、20年くら

い前の大変な発展期では、1年間で200㎞もの

高速道路をつくるというような時があったわ

けです。最近では、それがどんどん減ってき

て数十キロというようなことになり、これは

遠くない将来、ゼロに近い数字になっていく

わけであります。そういうふうに、あらゆる

ものには成長曲線というものがあるわけで、

これは自動車の普及にしてもそうです。自動

車は今、完全に成熟期に入っていて、場合に

よってはこのまま行ったら、自動車の台数ス

トックは減って行くんじゃないか、いわゆる
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衰退期になっていくのではないかとも言われ

るくらいであります。

一方、薄型テレビは今、大変な成長期にあ

ると思われます。毎年猛烈な勢いで増えてい

る状況であります。ですが、これもいずれは

飽和状態に達します。とにかくあらゆるもの

のストックというのは、こういう形の成長曲

線というのを持っているのであります。イン

フラの世界も全く同じであります。その成長

曲線のカーブが長く時間的に伸びていたり、

短かったりするなどの違いはあります。

例えば、道路は非常に長い時間をかける。

だけど、例えば下水道は大変短い期間にでき

ているのであります。30年前の日本の下水道

というのは本当に無いに等しい状態だった。

だけど、今ではここ横浜市でも東京都でも下

水道の普及率は99％以上になっているわけ

で、余程のところでない限り下水道がない、

ということはありません。大変早いわけであ

ります。そういうわけで社会全体、人口構成

であるとか、人口の数そのものであるとか、

それだけが成熟期なのではなくて、国土を支

えるインフラというのも完全に成熟期に入っ

ていると言えるわけであります。そこで、そ

れがどういうふうな形で出てきているのか、

振り返ってみたいと思います。

2．必需型のインフラ整備

まず一番最初に、基本的な必需型の、「ど

うしてもそれがなくては暮らしていけない」

といった類いの施設やインフラが必要になっ

てくるわけであります。これは私がちょうど

学生の頃でありますが、「ワトキンス調査団」

というのが日本に来ました。日本はまだ発展

途上国でしたから、世界銀行からお金を借り

ることができた時代でした。高速道路をつく

るお金を世界銀行から借りるわけですが、そ

の高速道路プロジェクトが、十分成り立ちう

るものかどうか調査にきたのが「ワトキンス

調査団」ですが、その報告書の中に載ってい

るのが、この日本の道路であります（図1）。

そこには有名な言葉がありました。日本の道

路は信じられないくらい悪い。世界の工業国

家で、日本ほど道路を無視してきた国はな

い、と言われたわけであります。こういう状

況のために、日本の経済の発展も生活の向上

もなかなか望めない。こんな状況を整備しな

ければいけないのは誰の目にも自明でありま

す。お金の問題だけです。そういうものがた

くさんあります。ここで示しているのは、東

京の荒川放水路です（図2）。かつて、荒川は

東京を洪水で苦しめたわけであります。その

ためにこの水を東京の街を通さずに、東京湾

に直接落そうとして、この人工河川を作った

わけであります。こういうものが必要なの

は、誰の目にも自明であります。どうやって

そのお金を調達するか、どうやってその事業

図１ 1950年代の道路
【出典：名古屋・神戸高速道路調査報告書】

図２ 荒川放水路【提供：国土交通省 関東地方建設局】
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をやっていくのかというのが、主な問題であ

ります。我々の国は長い時期、そういったも

のに慣れてきたのであります。

あるいは、これもそうですが、東京の小河

内ダムです（図3）。小河内ダムは、戦前に計

画され工事も戦前に始まっているわけです

が、何でこんなものを作ったかというと、東

京の人の飲み水がない、その確保をどうする

のかというわけであります。飲み水がない

と、我々暮らしていけないわけです。したが

って、何としても作らなければいけない。そ

のお金をどう調達するか、ということが主な

問題であります。また、どれから先に……順

番をどうするかなどといったプライオリティ

が問題になる事業であります。そして、こう

いうことをやっていた時期というのは、測量

のほうも今から言うと、大変プリミティブな

時代であったと言っていいかと思います。あ

らゆる測量は地上測量という測量方法で行

い、地図をつくるのももっぱら平板測量に頼

っていた時代であります。

こういう「必需型」というのをまとめてお

きますと、水道、灌漑、電力・水・エネルギ

ー供給施設、河川堤防などの防災施設など、

シビルミニマム的施設で、理由は明らかで

す。住民はみんなこれを作ってほしいと言う

わけであります。だけど、このタイプの事業

はもう概成に近づき、今の日本ではほとんど

ないと言ってもいい状況であります。ただ、

こういったものの老朽化がどんどん進んで行

きます。これをどうするのかというのが、今

となっては大問題であります。

3．戦略的投資事業

2つ目のタイプの事業というのは、戦略的

な投資事業といっていいものであります。こ

れは地域経済の振興を図り、戦略的または総

合的に行われるインフラ整備と言っておきた

いと思います。

この1番の代表例は有名なアメリカのTVA

のプロジェクトであります。テネシー川渓谷

開発計画です。ニューディールの代表的なプ

ロジェクトでありまして、今この大不況のと

きに日本でもニューディールだとか、このプ

ロジェクトの話がときどき出ているわけで

す。1929年大不況のあと、これをやるわけで

すが、それが成功すると戦後日本へ伝わる。

日本でもやらなければいけない、ということ

でいろんなプロジェクトが始まるわけです

が、その１つが北上川の総合開発計画といわ

れるものです。ですが、より徹底した形での

戦略的なプロジェクトといえるものが、私は

鹿島の港だと思っています（図4）。

ここは太平洋に面した砂浜の海岸です。こ

んなところは昔から港には最も不適切な土地

と言われています。港は長崎のような湾が奥

図４ 鹿島港【提供：（財）港湾空間高度化環境研究セ
ンター】

図３ 小河内ダム【提供：東京都】
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深くて、波が静かで、海が深いところがいい

と相場が決まっています。こんなところに港

を作るのはあり得ない。そこをあえて掘り込

んで、港を作るわけであります。この写真で

は小さく見えますが、これだけでも600mあ

りますから、大変大きなものであります。こ

れを昭和40年代にはやるわけです。なんでこ

んなところに港を作るのかと申しますと、こ

こには後背地の大きな土地がある。そして、

利根川の水が霞ヶ浦をはじめとしてある。そ

して何よりもここでの製品を需要する首都圏

というものがある。そしてここでは、港をつ

くるだけでなくて、道路をつくる、工業団地

をつくる、周りの農業整備、都市づくりとい

う総合的な事業をするのであります。そし

て、これは日本では大変成功したプロジェク

トといって良いと思います。

今まではサッカーの鹿島アントラーズもあ

るわけでありますが、そういうような大きな

都市として成長しました。こういう風にし

て、市民の生活の向上を図ったわけでありま

す。これは世界でも臨海部の総合的な地域開

発プロジェクトとしては極めて先駆的なもの

であります。それをあちこちの国が真似して

いくわけであります。韓国も台湾もヨーロッ

パの国も、そして中国も。そこに鉄鋼業をは

じめとしての大きな臨海型の工場を立地させ

る。こういったコンセプトはどこだって、そ

の気になってやればできるのであります。

あるいは、これはさっき言いました北上川

総合開発計画、日本版TVAといわれたもので

あります（図5）。これではダムをつくって、

灌漑用水を確保し、洪水を防御し、電力を起

こす。そしてこのダムの下流にありますのが

一関の街です。ここはちょうど両側に山が迫

って、北上川が氾濫して洪水になり、大被害

を受けることがしばしばありました（図6）。

そんなことがあるので、ここを整備する。そ

して、ここを大きな水田にするわけです。こ

こは遊水池で、大きな水が出たときはここで

水を溜める。新幹線が真ん中を突っ切ってい

て、仙台から盛岡の方に行かれるときは、こ

こに日本では珍しい大水田がありますが、そ

れが一の関の遊水池であります。水が出ると

そこに全部水が溜まるわけであります（図

7）。その代わり、この下流の街には被害が及

ばないというような状況です。こういうふう

にして、農業、エネルギー、生産、それに伴

図５　田瀬ダム【提供：国土交通省東北地方整備局】

図６　一関遊水地全景　2008（H20）年11月
【提供：国土交通省東北地方整備局】

図７　一関遊水地全景　2002（H14）年7月　洪水
【提供：国土交通省東北地方整備局】
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っての工場立地等々多目的の事業をやる。こ

ういったプロジェクトというのは、地域の厚

生、すなわち所得や生活の質の向上が目的で

あって、雇用の創出とか人口の安定等が目的

であります。例えば、港湾と工業団地と住宅

地区とそれらが一緒にセットになっているの

であったり、洪水制御と水資源開発、農業振

興と工業開発、村落整備までやる。アメリカ

のTVAでは初めて連邦政府がその事業に着手

するわけであります。アメリカは連邦制の国

ですから、地方の州政府だとか、あるいは市

町村がそういうインフラの整備をもっぱらや

ります。連邦政府はそんなもの一切関わらな

いということだったわけですが、あの時初め

てルーズベルト大統領がこれをやるわけであ

ります。

このようなプロジェクトでは波及効果とい

うのが大変大事になるわけで、その結果、地

域はどのように変わっていくのか、人口がど

のように安定していくか、所得はどのように

増えていくか、その分析が必要です。また、

これは地域全体で総合的に考えていくような

仕事であって、企画というのは大変大きな仕

事になってくるわけであります。だけど、残

念ながら、この手のプロジェクトも今の日本

ではもう起こりえない、考えられない状況で

あります。

4．効率改善・環境改善プロジェクト

3つ目のタイプのプロジェクト、これは、

私は効率改善とか環境改善を目的としたイン

フラ整備のプロジェクトであると思っており

ます。例えば、効率改善というのは高速道路

とか新幹線とかコンテナ港とか、多くは交通

関係のものであります。あるいは環境改善を

目指すなら、下水道整備とか、ニュータウン

とか、あるいは廃棄物処理場といったもので

あります。この何年かの間、私どもの国づく

りの中心というのは、この辺のプロジェクト

にあったのです。測量調査もこの辺のものを

中心にやってきました。例えば、私が測量を

やっていた頃に、高速道路用に1/1000の地形

図を航空測量で作ろうというわけでありま

す。だけど、道路には10㎝の精度が無きゃ絶

対ダメだ、そんなところに1mも誤差が出る

航空測量なんて使えるかといって、随分叱ら

れたことがあります。何とかそれをいろいろ

な形で補ったりして、道路サイドが要求する

精度に、空中写真の測量でもっていこうとし

たわけです。そのあとの道路づくりは、航空

測量でやるのは当たり前になってきたわけで

す。そういうふうにしてたくさんのものをや

りました。これは、かつての東海道はこの辺

を通っていたわけですが、そこの由比海岸で

す（図8）。国道があり、高速道路がある、こ

ういうふうなものを作ってきたわけです。そ

のために有料道路を製造したり、最近まで大

きな問題になっていた揮発油税の制度を作っ

たりして、それを大々的にやってきた。測量

業界が大きな発展をしたのも、この時期であ

ります。日本の成長期でありました。例え

ば、これは神戸の港ですが、古い神戸の港と

いうのは皆ここにありました（図9）。ここで

は大きなコンテナを扱う土地もないというの

で、このような島を沖につくり、ここに大き

な船をつけて、このコンテナを扱うわけであ

ります。

図８　由比海岸の高速道路【提供：日本道路公団】
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神戸や横浜の港は、このコンテナの初期の

頃は、世界で3番とか4番とかの大きな扱い

量をもっていたわけであります。だけど、そ

のあと、他の国にどんどん追い越されて、今

では日本で一番大きな東京の港でも20何番、

神戸なんかはもう30番の中に入ってないとい

う状況でありますが、ともかく、かつては先

導的な仕事をやってきたのはここでありま

す。この手の仕事はとても多かったわけで

す。あるいは、日本中に廃棄物処理場をつく

り、それから下水処理場をつくってきたわけ

であります（図10）。これは大変短い期間に

行われた大きな仕事でありました。

さらに、これは多摩ニュータウンですが、

あちこちに大きなニュータウンがつくられ

て、そしてたくさんの人が住む（図11）。し

かも、ニュータウンというのは、都心から離

れたところにつくらざるを得ない。そうしま

すと、その間を結ぶ交通機関がどうしても必

要となるので、鉄道整備もあって大変大きな

事業であったわけであります。測量調査の仕

事も、こういうふうな事業に大きく関わって

きて、これとともに発展してきたものも大変

多いわけであります。

このような大型プロジェクトが多数あった

わけですが、最近ではもう減少しているとい

うわけです。とくに、こういったプロジェク

トというのは、国の財政に依存する。こんな

無茶苦茶な借金国では、国のお金だけではで

きないわけですが、だけど、こういったこと

はいろいろと改良していかなければならな

い。改良の仕事は多いが、オリジナルにつく

られるようなものは、もう多くないわけで

す。このような仕事には1/1000とか1/500の地

図が不可欠であったわけです。そして、近年

ではさらにそれに、CADを組み合わせてやる

ような仕事が増えてきましたのはご承知の通

りです。

5．高質化のためのインフラ整備

4つ目のプロジェクトというのは、高質化

のためのインフラ整備だと私は思っておりま

す。これはいうなれば、環境を良くすると

か、生活の質を一層向上させる。あるいは豊

かな品格をつくるといいますか、美しさをつ

くるといったインフラづくりであります。こ

ういうのは近年では、あちこちでやられてき

たわけであります。ただここへ来て財政的な
図９　神戸港　六甲アイランド

【提供：国土交通省近畿地方整備局】

資源循環局都筑工場
【提供：横浜市資源循環局都筑工場】

北部第二水再生センター
【提供：横浜市環境創造局
北部第二水再生センター】

図10

図11 多摩ニュータウン（東京都多摩市）
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問題があって、今ひとつ進むのが遅くなって

いますが、こういった大規模な公園整備は、

その典型的なものであります（図12）。ある

いは、古い街の保存であるとか、それを整備

して行くなんていうのは、あちこちで行われ

ています（図13）。これをやるためには、こ

こにあったたくさんの電柱の処理、あるいは

道路の整備など、基本的なところから始めな

ければならないのであります。そういった事

業をやりながら、街並みを保存していくとい

う話ですが、これはあちこちの古い宿場町等

で、または古い街並みの残るところでやって

きたわけであります。

あるいは、最近日本中のいろいろなところ

で進められているのが「シーニックバイウェ

イ」というプロジェクトであります。「シー

ニックバイウェイ」というのはともかく、美

しい景色を楽しめる道づくりというのであり

ます。このためにわざわざ新しくつくるとい

うのはほとんどなく、以前からある道路を整

備していくというのが多いわけですが、見苦

しいものを取り去ったり、あるいは美しいも

のをより美しく見えるようにしたりというも

のです（図14）。

日本の国というのは、皆さんそう感じると

思いますが、もともとの自然が世界一美しい

国であると言っていいと思います。日本のよ

うにいろいろなものがこのように定まってい

る国はないと思います。周りが美しい海で囲

まれて、国全体は端から端まですべて緑で覆

われている。そこに美しい水が流れる川があ

ったり、湖があったり、そしていろいろなタ

イプの火山がある。活火山もある。しかも、

四季がすべてある。それは「超一流の自然」

を備えていると言っていいと思います。にも

かかわらず、我々はこの何十年間、大変粗末

に扱ってきたというのも事実です。せっかく

の富士山が、いろいろなものを建てられた

り、ゴミを捨てられたりするので、いくらが

んばっても世界遺産にはならないということ

も事実であります。

そういったなかで、我々の国も本来の美し

さを取り戻そうと「シーニックバイウェイ」

の動きが始まっているわけであります。こん

なとき、私たちの手元にある、いろいろな技

術的な道具も、場合によっては使えるケース

が多いと思います。沿道の景観を短い時間に

図12 国営アルプスあづみの公園
【提供：国営アルプスあづみの公園事務所】

図13 古い街並み【提供：（財）北九州都市協会】

図14 シーニックバイウェイ北海道（ニセコルート　羊
蹄山）【提供：（株）ドーコン】
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観測して、それを分析するという類いの仕事

もそうであります。このようなプロジェクト

は、これからどんどん増えていくであろうと

思います。

これは私どもが今考えている仕事ですが、

そのうち必ず動き出すと私は思っておりま

す。図15をご覧ください。これは中央線でそ

の脇が外濠、外濠の向う側に法政大学や理科

大があります。大変立派な水面であります。

キレイではありませんが、立派な水面です。

こちらの道路は外濠道路といって、いつも渋

滞しています（図16）。この辺にビルがごち

ゃごちゃ建っているわけであります。そこ

で、この道路を地下に入れる。そして、この

建物をみんなうしろに戻して空間をつくっ

て、ここの建物をもっと整備していく。そし

て、ここの水面にアクセスできるようにし

て、この貴重な水面を生かすというものであ

ります（図17、図18）。こういう大変貴重な

空間ですが、今のような状況で我々は放置し

ているわけであります。水面は今は結構深い

んですが、必ずしも深いものである必要はな

い。しかし、遊水池の機能を持っているわけ

ですから、大雨が降ったときにその水面のさ

らに下に、そのためのスペースを確保すると

いうものであります。こういった類いのもの

は、これからどんどんやられていきます。

あるいは皆さん、よくご存知なのは日本橋

の話だと思います。日本橋は私も関係してい

たし、今も関係しているのですが、東京オリ

ンピックの前の頃に上に高速道路が建設され

図15 外濠通りの改築構想　都心部に残る広い水面・神
田川再生計画と連動した水辺

図16 外堀通りにより分断された都市空間と水辺空間

図17 新見附堀：堀内遊歩道から市ヶ谷橋方向を望む
【提供：（社）建設コンサルタンツ協会】

図18 新見附堀：堀内広場から新設橋方向を望む
【提供：（社）建設コンサルタンツ協会】

図19 日本橋と高速道路
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ました（図19）。日本橋という大変立派な橋

は、明治44年にできた橋であります。これに

覆いかぶさっているというので、大変評判が

悪いわけであります。だけど、東京オリンピ

ックの頃の日本の財政的な能力、あるいは技

術的な能力、そういったことを考えると、あ

の日本橋の上にかけたのは、私は正解であっ

たと思っております。でも、もう40何年経っ

ているわけです。40何年これは働いているわ

けで、しかもだいぶ傷ついているわけであり

ます。最初思ったよりはるかに多くの交通量

の車が、そしてはるかに重い車が走っている

わけであります。だから、これはなんとかし

なくてはいけない時期といっていいと思いま

す。地震が来たら間違いなく壊れるわけで

す。韓国のソウルのチョンゲジョンという川

では、こういうことになっていた橋を取り払

いました。で、日本も取っ払ってしまえばい

いじゃないかと言われましたが、そうすると

東京は大混乱の状態になるわけです。東は千

葉の方から、西の新宿のまで繋がる唯一の道

路であります。チョンゲジョン川に架かって

いたのは、東京でいうと丸ノ内の方に下りて

いく長いランプのような道でしたので、影響

は全く違うわけであります。したがってこれ

は外すわけにいかない。じゃあ、どうする

か。横に持っていくわけにはいかないから、

唯一考えられるのは地下に入れる。地下に入

れるのは簡単なんですが、ところが地下には

6本の地下鉄が通っているわけです。では、

地下鉄の下へくぐらせればいい。深いところ

にくぐらすというのは、それだけ考えると良

さそうに感じますが、深いところに急勾配で

下りていかなければいけない。そういうこと

は道路ではちょっと危なくてできないという

ことになるわけです。そうすると、ある地下

鉄はその上を走る、ある地下鉄の場所は下を

走るという極めて芸当的なやり方をしなけれ

ばならない。しかし、それでもやる。この道

路だけでなく、この周辺全体の再開発を進め

る。そうしなければ、これだけ直しても魅力

的なものにならない。そういうプロジェクト

であります（図20）。それと同時に、この辺

の建物を全部再開発する。そうすれば、さっ

き言いました「品格に乏しい」という東京の

商業地域がまた品格のあるものとなって蘇

る、というふうに思われるわけであります。

この辺のことをまとめておきますと、環境

整備、土地再開発、景観改善事業など、この

評価ですが、問題は「人々の価値観に依存す

る」ということで、そんなことに高い金を使

う必要ないだろうという人も多いことも間違

いないわけであります。日本の首都の大中心

地だから、立派にしなければいけないという

人もいる。いろいろな考えが当然上がる。し

たがって、国民的な合意形成というのが一番

大事であります。これだけやってどうなるの

とか、そんなお金があれば、地方の高速道路

がすぐにできてしまうという意見も大変強い

わけです。そういうわけで、国民的な合意形

成をどんな形で得るのか、というのが大きな

問題であります。

どちらにしても高質化、すなわち量を伸ば

すのではなく、質を高めるという事業という

のは、始まったばかりといっていいわけで

す。ほとんど都市部です。日本橋も今までや

ってきたのですが、道路そのものは官が中心

図20 再開発後の日本橋付近の光景
【提供：日本橋川に空を取り戻す会】
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になる。でも周りの都市開発は民が中心にな

ってやります。そして一緒になってやる共同

の事業であるというのが主です。そして、こ

ういうことは測量調査でいうと、地上での大

変細かい調査が必要であると思います。

さらに、これはとても大事なのですが、今

の何でもできるようになった測量調査で全く

能力がないものが、地下の調査であります。

地下の調査をどうやってやるのか、これは大

変大きなテーマであります。人間の体の中は

ようやく、いろんな形で透視して見える。し

かも立体的に。そんなことができるようにな

ってきたわけであります。

だけど、都市の地下というのは、人間の体

の中と同じように、たくさんの地下室もあれ

ば、電力、通信、上下水道、地下鉄もある。

それをどうやって、ちゃんと調査するのか、

今のところ最終的にはともかく剥いでみて、

古典的な方法で測れるようにするしか手がな

いのであります。最後の段階はそうかもしれ

ませんが、そこへ行くまでの段階にもっと何

とか方法はあるんじゃないかと思うわけです

が、なかなか出てこない。何でもできるよう

になった測量調査の、今一番ほしいところで

あります。

6．維持補修・更新事業

5つ目は維持補修、更新の事業であります。

先ほど申しましたように、我々は無茶苦茶な

くらいたくさんのものを抱えているのであり

ます。例えば、スパンが15m以上の橋が数万

ある。もっと短い橋を入れれば、100万のオ

ーダーであります。本当のことをいうと、い

くつあるのかよく分からないのであります。

それぞれの地域、地域で集計されているため

です。国道だけなら分かります。それらが物

理的に老朽化したり、社会的に陳腐化した施

設もあり、それを補修あるいは更新しなけれ

ばならない。そのために、台帳をつくってお

かなければいけない。これが大変大きな仕事

であります。これは有名な例ですが、木曽川

の橋梁です（図21）。国道なのでチェックも

怠らず、こういうものも見つかるわけです

が、もう切れてしまっている。危険極まりな

いわけであります（図22）。アメリカで2～3

年前ですが、ミネソタで大事故が起こったの

をご承知かと思います。大きな橋が落ちて、

走っていた車が何台も川に落ちたことがあり

ましたが、アメリカの場合、さらに日本より

古い時代に整備をしていますから、日本より

年をとっているものも多いんでしょう。ただ

アメリカの場合は台帳の整備もしっかりでき

ています。だから、あとの調査は随分よかっ

たわけですけど、日本はなかなかそれができ

ていない。そんなわけで、これからの大事な

仕事は台帳の整備であります。これは単なる

台帳というだけでなくて、お医者さんのカル

図21 木曽川大橋のトラス斜材の破断事故
【出典：国土交通省　「道路橋の予防保全に向け
た有識者会議」資料】

破断箇所

図22 木曽川大橋のトラス斜材の破断事故
【出典：国土交通省　「道路橋の予防保全に向け
た有識者会議」資料】

あて板による補修
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テの一種のようなもので、つくったときから

今に至る病歴も、あるいは途中での診察歴

も、手術歴もみんな入ったものが必要になる

わけです。そういったことであちこちやれる

ようになったのも、皆さんご承知のとおりで

あります。例えば、下水道は無茶苦茶たくさ

んあるわけであります。でも、本当のところ

よく分からないものも多い。川に垂れ流して

いて何年もバレなかったといった状況ですか

ら、たくさんのものがあるのであります（図

23）。ここにこの下水道に関してのいろいろ

な項目が入っています。そして、このデータ

を始終更新していかなければならない。そし

て、ここのこの下水道といったら、実際の図

面が出てくる、そういうふうな

データベースであります（図

24）。

例えば、東京ガスでは古い時

代からこういうことをやってい

るのであります。民間会社でや

っていた設備は比較的早く手を

つけられているわけですが、公

共でやっているものはなかなか

それがやられてなかった。ここ

まで来たら、それをやらないと

全く手に負えなくなるわけであ

ります。水道はもちろん、あら

ゆるインフラストラクチャーで

これをやらなければいけない。

例えば、私は20年前にドイツに

行って、ドイツの測量局でいろ

いろなことをやっていたのを見

て、なるほどこれもそうだなと

思ったのは、彼らがバウムキャ

タスター、木の地籍とでもいう

のでしょうか、すべての街路樹

をみんな台帳にして履歴などを

書いていました。あの当時なの

で、コンピュータ処理も進んでなかったと思

いますが、赤外の写真を入れてそれの活力度

のようなものを示している。そういったこと

を日本でもやられているところはあるだろう

と思いますが、まだまだ整理しなければいけ

ない。何も街路樹だけでなくて、道路にはい

ろんな付帯の施設があります。そういうのま

で全部やるとなると、これは大変なことで

す。何年か前の測量業界というのは道路台帳

の整備に力を注ぎました。そのときは、そん

なニーズがあったから、みんな一生懸命やっ

たわけであります。今もニーズはあるんだけ

ど、それをちゃんと財政に移すだけの実行能

力がない。馬鹿げたことに、つまらない箱物

図23・図24 東京都水道局管網図【提供：（財）日本建設情報総合センター】
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に何百億もかけて使うなら、こういうところ

にもっと使うべきで、それが将来残す仕事で

あろうと私はそう思っております。

それをまとめますと、物理的な耐用年数が

過ぎた施設は急増している、補修では済ませ

られない施設は大規模更新する必要がある。

これは建設事業としても大きいわけでありま

す。更新にともなって高質化する地域の再開

発が考えられる。膨大な量の既存インフラの

台帳を作成し、建設補修の履歴を記すことが

重要であるということであります。これがな

いと何かで故障が起きたとき、あるいは地震

で壊れたとき、そんなときに即座に対応でき

ないわけであります。とくに、我々の国は地

震というものがある。そのことを常に考え

て、こういうところの整備をしておくこと

が、大変大事だと思っています。

7．新事業のためのインフラ整備

あと、こういうような仕事もこれから出て

くると私は思っています。新事業に必要なイ

ンフラ整備です。今まで事業としてなかった

のだけど、それが他のほうから出てきた。そ

のために我々としてはインフラを整備しなけ

ればいけなくなったというものであります。

例えば森林です。日本は世界有数の森林国で

あります。そして、戦前から植えてきて、植

林してきて、それが今、生産の時期に入って

いる。製品になる時期です。ところが今とな

ったら、日本の木材は高い、マーケットでの

価値は全くないということで放置してある。

伐採もされない。老木になって朽ち果てるの

を待つだけであるという状況であります。森

林の労働者は今、5万人しかいないし、大半

は老人です。この先どうなるのかというわけ

であります。日本の木材も使っているが、外

国から大量に輸入している。日本の需要の8

割くらいが確か外材であります。そして、外

国からは日本は自分の木を全く切らずに、よ

その国の土や水を使って、その材木を使って

いる。けしからん国だという評判を受けるわ

けであります。そのためにも日本の森林とい

うのはもっと活用しなければならない。そん

なわけで、これからは森林の整備というのを

進めようとしているのであります。うまくい

くかどうかはまだ分かりません。そのために

は、今不況に立たされている地方の建設業の

能力も使って、日本の森林で非常に駄目な、

これを路網といっていますが、小さな道路網

の整備あるいは索道の整備、そういったもの

をする。そうして、木材をもっと効率よく搬

出する。そして木材としての市場価値をつけ

ようというようなことであります（図25）。

そしてさらに、今は外材ばかり使っているわ

けですから、ほとんどが港湾や海岸に立地し

ている例えば、ハウスメーカーであるとか、

あるいは家具メーカーであるとか、木材を使

うところ、あるいは製紙工場、そういうのを

もっと内陸の山林部に持っていって、そこに

木材コンビナートのようなものをつくるとい

うようなことをして、役所で言うと、林野庁

も国土交通省も経済産業省もみんな一緒にな

ってやるような仕事をやらなければいけない

ということがようやく、関心を持たれようと

しています。こういうことになると、やはり

測量の仕事というのが大変大事になってくる

図25 森林再生事業のための林道、牽道等の整備
【出典：林野庁HP】

フォワーダによる
搬出作業

路綱（作業道）の整備
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というのは言うまでもないわけであります。

あるいは、自然エネルギー、自然エネルギ

ーとみんな言うわけでありますが、自然エネ

ルギーというとすぐ風力とか太陽光とかいう。

ですが日本の風というのはきわめて気ままで

あります。全然吹かなかったり、あるいは大

変な秒速何10mだったりして、風車を壊して

しまったりする。デンマークや北ドイツのよ

うに安定した風力でエネルギーはなかなか生

み出せない。しかも風力発電というのは、い

くらがんばっても1000キロワットのオーダー

であります。原子力発電所はそれの1000倍以

上の能力を持っているわけであります。

太陽光も面積がたくさん必要で、そう簡単

に普及するものではありません。そうしたと

き、日本の自然力の発電というので、ひとつ

あり得るのは、水力であります。水力という

と、我々は大きなダムの水を溜めて、何十万

キロとかあるいは5万キロとか10万キロとか、

そんな水力発電を考えるわけでありますが、

もっと分散型のミニ発電所がこれから考えら

れます。そういうものなら、日本にまだまだ

可能性があります。ミニ発電所というのは、

200キロワットとか、あるいは50キロワット

の全然小さいものであります。だけど、50キ

ロワットとしても、普通の家庭なら10何件の

集落はまかなえるわけであります。例えばこ

れは、もともとの流下式の水力発電所です

が、こういうもので発電します（図26）。補

助金がたくさん出るので何とか成り立つので

す。

あるいは、山小屋で使う電力はタンクで貯

めた水を落として、発電してゴミ処理をした

り、いろいろなものに使うとか、こういった

類いのものがあります（図27）。これにはそ

んな近代的な測量技術は必要としませんが、

古典的な測量というのは大変大きな役割を果

たしています。

近代的な測量ではレーザー計測も、いろん

なところにまだまだ使われるようになるはず

であります。3.5世代の携帯電話をこれから普

及させる、1兆円規模の投資をすると言われ

ていますが、こういうアンテナを各地に建て

ています。都市部でも地方の山岳部でも建っ

ているわけですが、それをさらに高度化した

もので、どこに建てればいいかというのが大

問題であります。とにかく、電波はそんなに

図26 分散型自然エネルギー開発【出典：全国小水力利
用推進協議会「小水力発電事例集2008」】

三峰川第三発電所

図27 分散型自然エネルギー開発【出典：全国小水力利
用推進協議会「小水力発電事例集2007」】

（社）日本山岳会上高地岳研究所
の発電小屋

山小屋での小水力発
電システムの概念図

図28 次世代型モバイル通信のためのアンテナ設置
【提供：（株）協和エクシオ】
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回折をよくするわけではないので、陰になっ

たところは駄目だということになるわけです

が、こういうレーザー計測や3次元計測なん

かは大いに意味を持ってくるわけです（図

28）。これは地域分散で、個々は小規模な建

設事業だけど全体をとってみるとかなりの事

業になる。そして、立地選定というのが大変

大きな意味を持ってくることになります。だ

から、容易で正確な三次元調査が必要となり

ます。

8．災害復旧

最後に、今でも災害復旧の仕事というのが

あります。先ほども申しましたが、日本は大

変自然の美しい国です。だけど一方では災害

がいっぱいある国でもある。こんな国は世界

中、とくに先進国にはまったくないわけであ

ります。地震、洪水、高潮などみんなある。

こういうことの復旧のための仕事は、いうま

でもありませんが、神戸の地震のときには建

物が倒れ、そしてそのあとの災害復旧の前に

地籍の確定というのもあったのですが、しか

し地籍の確定をするのに大変なことになるの

であります（図29、図30）。だから、そうい

うのも前もってやっておかなければならない

のであります。また相変わらず、破堤や何か

も起こりうる（図31）。それにはハザードマ

ップ的な整備もいろいろな災害に対してやら

なければならないのであります。そんなわけ

で災害復旧の事業、被災地域の事前予測ある

いは迅速な調査にとって、地籍の持っている

意義というのが大変大きいというわけであり

ます。

9．インフラストラクチャー事業の
類型別シエアーの推移

今まで話してきたのをまとめたのが図32で

す。最初に説明したのが必需型インフラ整備

図29 阪神淡路大震災　1995（H7）年1月17日
【提供：（社）土木学会】

図30 阪神淡路大震災　平成7（1995）年1月17日
【出典：毎日グラフ】

図31 五十嵐川破堤（新潟県三条市）による浸水状況
平成16（2004）年7月12～13日
【出典：国土交通省HP「水害レポート2004」】

図32 インストラクチャー事業の類型別シェアーの推移
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です。水源用のダムをつくったり、ボロな道

路をいいモノにしていったりというのがこれ

であります。それと鹿島港だとか北上川総合

開発といった戦略型整備。そして効率化型整

備。高速道路とか、新幹線とか、そういった

ものが増えて、大きくなったわけでありま

す。今の大概の建設業界も測量業界も建設コ

ンサルタント業界も、みんなここに対応した

形になっているわけです。だけど、世の中は

もうそんな時代ではありません。これはどん

どん減っています。さっきも言いましたよう

に、これからはどんどん高質化する仕事が増

える。あるいは更新するような仕事が増え

る。あるいは新規事業というのがこれからひ

ょっとしたら、もっと出てくるのかもしれな

い。さらに日本にはところどころに自然災害

が起こるので、そういった事業もある。この

ようなことを我々としては考えるべきです。

これで見ると、こっちはしぼむことは覚悟で

いなさい、だけどこういうことはまだまだあ

るというような意味であります。

結びですが、国土づくりの事業は、社会の

成熟化につれて変容して参りました。まあ、

当たり前であります。そうしたとき、社会の

ニーズに合った事業の創出が必要でありま

す。必要でないものをつくるんだと言うと、

これは社会的に大変非難を浴びるわけです。

我が国のインフラ作りのいくつかは、そうい

った非難を浴びているものもあるわけであり

ます。だけどこれからは、ちゃんとニーズに

あったものを考えなければいけない。これは

測量も同じことであろうというふうに思って

います。

これで終わりたいと思います。ご静聴あり

がとうございました。

本稿は2009年6月19日、「地理空間情報フォーラム

2009」の中で開催した測技協ワークショップにおい

て、基調講演をしていただいた東京都市大学学長の

中村英夫先生のご講演をとりまとめたものです。

中村先生には、大変ご多忙のなか、本講演に向け

てのご準備とパワーポイントを駆使した1時間にわ

たる熱のこもったご講演をいただき、厚く御礼申し

上げます。測量調査事業が現在どのような位置に立

っているのか、今後はどのような方向へ進めばよい

のかについて大きな示唆をいただき、事業経営及び

技術展開の重要な指針として活用していきたいと考

えます。

なお、本稿の文章化は当協会事務局の責任で行い

ました。


